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南米ボリビアから
ポトシ市（標高 4,070m）から見たセロ・リコ（ポトシ銀山  標高 4,800m）



　

10
月
12
日
（
日
）、
平
成
20
年
度

町
民
体
育
祭
陸
上
競
技
大
会
が
選

手
、
役
員
な
ど
約
１
５
０
０
人
が
参

加
し
、
落
成
し
た
地
域
間
交
流
ス

ポ
ー
ツ
グ
ラ
ン
ウ
ン
ド
で
盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
小
・
中
学
生
、
年
代
別

の
１
０
０
ｍ
走
や
リ
レ
ー
等
の
ト

ラ
ッ
ク
競
技
、
走
り
幅
跳
び
や
砲
丸

投
げ
等
の
フ
ィ
ー
ル
ド
競
技
、
綱
引

き
や
む
か
で
競
争
、
玉
入
れ
等
の
26

種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
中
で
も
、
幼
児
か
ら
年
代
別
の

男
女
で
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
町
民
リ

レ
ー
は
、大
会
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、

応
援
席
か
ら
の
声
援
も
一

段
と
大
き
く
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
26
日
（
日
）
に

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
落
成

を
記
念
し
、
だ
れ
も
が
楽

し
く
参
加
で
き
る
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
通
じ

て
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ

く
り
、
仲
間
づ
く
り
及
び

施
設
の
利
用
促
進
を
図
ろ

う
と
１
８
１
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
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み
ど
り
の
里
で
写
真
展

　

古
石
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ど

り
の
里
で
写
真
家
の
今
岡
昌
子
さ
ん
の

写
真
展
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示

さ
れ
て
い
る
作
品
は
、宿
泊
室
に
10
点
、

階
段
に
12
点
、
体
育
館
に
13
点
で
す
。

　

今
岡
さ
ん
は
、
世
界
各
地
の
被
災
地

や
紛
争
地
な
ど
で
そ
こ
に
住
む
人
々
や

日
常
の
中
か
ら
「
再
生
」
を
テ
ー
マ
に

制
作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

国
内
で
は
個
展
や
写
真
集
の
刊
行
、
カ

メ
ラ
専
門
雑
誌
で
の
連
載
、
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
の
審
査
員
な
ど
の
活
動
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
春
の
取
材
に
お
け
る
、
古
石
の
人

た
ち
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
と
な

り
、
10
月
、
東
京
か
ら
芦
北
町
に
拠
点

を
移
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
「
再
生
」

を
念
頭
に
、
南
九
州
の
日
常
生
活
の
中

か
ら
日
本
を
描
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。
芦
北
町
が
そ
の
足
掛
か
り
に
な
る

ゆ
え
、今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〜
写
真
家  

今
岡
昌
子
さ
ん
〜

地域間交流スポーツグラウンド落成記念

町民祭＆グラウンド・ゴルフ大会

　　　　　プログラム最後の町民リレー

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
て

　１０月２０日（月）、北九州市でＪＩＣＡ
九州国際センター所長より、九州で国際協力
に取り組む個人２名、芦北町を含む５団体に
対して所長賞が贈呈されました。
　今回の受賞は、「国際化に対応できる人材
の育成」を目的に、青年海外協力隊現職参加
にかかる派遣条例の制定や、カンボジアの学
校建設支援等を実施していることが、他の自
治体の模範となる先進的な取り組みとして評
価されたものです。

↑
写
真
家
の
今
岡
さ
ん

←
体
育
館
に
展
示
し
て
あ
る
作
品

　

芦
北
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

６
月
28
日
に
青
年
海
外
協
力
隊
派

遣
を
終
え
、
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
無
事
に

帰
国
し
ま
し
た
。
７
月
４
日
か
ら
役

場
に
復
帰
し
、
現
在
、
企
画
財
政
課

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
リ
ビ
ア
で
の
最
後
の
活
動
は
、

小
学
生
（
１
～
８
学
年
）
を
対
象
に

し
た
、
環
境
衛
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
学
校
や
配
属
先
が
行
う
衛
生
教

育
を
補
完
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
る
よ
う
に
と
、
配
属
先
の
同
僚
と

一
緒
に
実
施
し
た
も
の
で
、
地
方
集

落
の
３
学
校
、
お
よ
そ
２
６
０
人
が

参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
参
加

賞
や
優
秀
賞
に

は
、
芦
北
町
役

場
職
員
の
協
力

を
得
て
、
日
本

か
ら
送
っ
て
も

ら
っ
た
文
房
具

等
を
贈
り
ま
し

た
。

　

そ
の
当
時
は
、
国
内
情
勢
が
不
安

定
で
、
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
や
道
路

封
鎖
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
不
運

に
も
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
、
鉱
山
労

働
者
に
よ
る
道
路
封
鎖
と
教
職
員
の

ス
ト
ラ
イ
キ
が
同
時
に
始
ま
っ
て
し

ま
い
、
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
僚
が
機
転
を
き
か

し
、
ま
だ
道
路
封
鎖
が
始
ま
っ
て
い

な
い
夜
中
の
う
ち
に
車
を
出
し
て
く

れ
、
先
生
た
ち
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
の

た
め
に
学
校
に
残
っ
て
く
れ
て
い

て
、
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
あ
ま
り
協
調
性
の
感
じ
ら

れ
な
い
ボ
リ
ビ
ア
人
の
行
動
に
、
正

直
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、
先
生
た
ち

や
同
僚
を
心
か
ら
尊
敬
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
ボ
リ
ビ
ア

で
経
験
し
、
感
じ
た
こ
と
は

一
言
で
は
言
い
表
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
家
族
や
友
情
、

愛
情
を
何
よ
り
も
大
切
に

す
る
ボ
リ
ビ
ア
の
人
々
に
触

れ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
ま
だ
、
自
分
の

中
で
整
理
し
き
れ
て
い
な
い

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
芦
北
町
で
の
仕
事
や
生
活
を

通
し
て
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
町
民
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※お知らせ
町内の小中学校や各種団体・グループ向けに、随時出前講座を実施しております。
ご希望の方は、企画財政課まちづくり推進係までご連絡ください。☎８２－２５１１（内２５２）

ＪＩＣＡ九州国際センター所長賞を芦北町が受賞

　　　　　絵画を描く子どもたち

　　　生活していたポトシ市の中心部

　　　　絵画入賞の表彰式

←
代
表
し
て
御
礼
を
述

べ
る
竹
﨑
町
長

受賞後の記念撮影
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　１０月１６日（木）、税について理解をし
てもらおうと役場職員が先生となって、租税
教室が計石小学校の５年（９人）・６年生（１０
人）を対象に行われました。
　児童は、集められた税金がどのような所に
使われているか勉強をしました。また、湯浦
小学校でも南九州税理士会八代支部の税理士
が先生となって６年生（２９人）に対して同
様の租税教室が行われました。

税金はこんな所に使われている

　１０月１５日（水）、高円宮杯第６０回全
日本中学校英語弁論大会の県大会で３位入賞
した山本実佑さん（佐敷中３年　写真 : 右）
とショートスピーチ大会で４位の山本結衣さ
ん（佐敷中２年）が報告に訪れました。弁論
大会は、普段の生活で気付いたことなどを５
分間にまとめスピーチするものです。
　山本実佑さんは、１１月２２日に東京で開
かれる全国予選大会に出場します。

英語弁論大会で入賞

　１０月２日（木）、振り込め詐欺撲滅月間
の一環として芦北警察署で振り込め詐欺撲滅
決起大会が金融機関や老人会の代表３０人が
出席して行われました。
　大会は、振り込め詐欺の県内・管内の概況
や振り込め詐欺の手口及び予防対策などの説
明がありました。その後、芦北警察署員が電
話での振り込め詐欺の手口を実演して、詐欺
に遭わないように注意喚起を行っていまし
た。

振り込め詐欺撲滅決起大会

　第９回芦北ローラーリュージュ大会が１０
月１９日（日）、芦北海浜総合公園で行われ、
ジュニア男子・一般男女など７部門に、町内
はもとより県内外から６３人が参加し行われ
ました。競技は、ファミリーコース ( ６９５ｍ )
を使い、２回走行し速い方のタイムで順位を
競いました。
　参加者は、秋晴れの日に心地よい風を切り
ながら滑り降りていました。

環境にやさしいスポーツ

　１０月１８日（土）、薩摩街道佐敷商店街
で、第７回佐敷宿浪漫灯りアートが行われま
した。
　商店街の通りには、さまざまな形や色の灯
ろうや竹灯ろうが飾られました。
　また、薩摩街道佐敷宿交流館では、夜長コ
ンサートとして、デュオ・アゲインの演奏が
行われ、佐敷宿に優雅な音楽が流れました。
そのほか、昔ながらの破籠弁当の展示、販売
も行われ、多くの人が薩摩街道の幻想的な夜
を楽しみました。

秋の夜長を灯りと音楽で

　１０月１日（水）、平成２０年度芦北町戦
没者追悼式が、しろやまスカイドームで厳粛
の中、しめやかに執り行われました。
　式には、遺族や来賓、約６００人が出席し、
1,243 柱の英霊に対し黙とうを捧げご冥福を
祈りました。
　また、午後から佐敷城跡国史跡指定記念と
して陸上自衛隊西部方面音楽隊演奏会が行わ
れました。演奏会では、時代劇スペシャルや
大河ドラマ「篤姫」などが披露され、来場者
は華麗な生の演奏に聴き入っていました。

戦没者追悼式＆自衛隊演奏会

お米を作ってカンボジア募金

　１０月１６日（木）、大野小の３年生以上
の児童が稲刈りを実施しました。児童は慣れ
ない手つきで鎌を使っての稲刈りと掛け干し
作業を行いました。
　また、カンボジア王国からの研修員で湯
浦小学校で音楽を中心に研修しているキン・
ラーさんも児童と一緒に参加し、慣れた手つ
きで作業を行っていました。
　収穫した募金米は、芦北町物産館（肥後う
らら）や大野温泉センターで販売される予定
です。

西部方面音楽隊の演奏

刈入れ作業を行う児童

桝屋玄関前に飾られた灯りアート
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ご存じですか検察審査会　審査員に選ばれたらご協力を！
　交通事故、詐欺などで被害にあったのに、検察官がその事件を裁判にかけてくれない。どうも納
得できない。このような人のために、検察官が行った処分が正しかったかどうかを審査する機関と
して「検察審査会」があります。
　検察審査会では 11 人の審査員がこの審査をします。審査員は、選挙権を持っている皆さんの中
から「くじ」で選ばれることになっています。あなたもいつか審査員に選ばれるかもしれません。
審査員に選ばれたときには、国民の代表としてこの仕事にご協力をお願いします。

※お問い合わせ
　八代検査審査会事務局　☎０９６５ー３２ー２１７７

郵 便 等 に よ る 不 在 者 投 票 が で き ま す
　「郵便等による不在者投票」とは、重度の障害などにより投票に行けない人が、郵便等によ
り投票を行う制度です。
　また、あらかじめ代理の方を選挙管理委員会に届け出ていれば、代理記載による投票ができ
るようになっています。

身体障害者手帳

両下肢機能障害

１級か２級体幹機能障害

移動機能障害
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１級か３級

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸の機能障害

小腸機能障害

免疫機能障害 １級〜３級

戦傷病者手帳

両下肢機能障害
特別項症〜第２項症

体幹機能障害

心臓機能障害

特別項症〜第３項症

じん臓機能障害

呼吸器機能障害

ぼうこう又は直腸の機能障害

小腸機能障害

介護保険被保険者証

要介護状態区分 要介護５

身体障害者手帳

上肢機能障害
１級

視覚障害

戦傷病者手帳

上肢機能障害
特別項症〜第２項症

視覚障害

裁
判
員
制
度
が

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す
！

裁
判
員
制
度
が

　
　
　
　
始
ま
り
ま
す
！

　

裁
判
員
制
度
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の

中
か
ら
選
ば
れ
た
６
人
が
、
裁
判
員
と

し
て
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
３
人
の
裁

判
官
と
一
緒
に
、
被
告
人
が
有
罪
か
無

罪
か
、
有
罪
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う

な
刑
に
す
る
か
を
決
め
る
と
い
う
制
度

で
す
。

　

裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進
め
方

や
そ
の
内
容
に
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
視

点
や
感
覚
が
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

の
結
果
、
裁
判
全
体
に
対
す
る
国
民
の

理
解
が
よ
り
深
ま
り
、
裁
判
が
よ
り
身

近
に
感
じ
ら
れ
、
司
法
へ
の
信
頼
が
高

ま
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

Q
仕
事
が
忙
し
い
の
で
す
が
、
辞
退
で

き
ま
せ
ん
か
？

A
「
仕
事
が
忙
し
い
」
と
い
う
だ
け
で

は
辞
退
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
と
て
も

重
要
な
仕
事
が
あ
り
、
自
分
で
こ
れ
を
処
理

し
な
け
れ
ば
著
し
い
損
害
が
生
ず
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
に
は
辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

辞
退
の
判
断
は
裁
判
所
が
行
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
、
裁
判
員
と
し
て
裁
判
所
に
通

う
期
間
、
お
勤
め
先
の
規
模
や
、
代
わ
り
の

人
が
い
る
の
か
、
裁
判
員
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
が
事
業
に
ど
の
位
影
響
が
あ
る
の
か
な

ど
を
考
慮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

裁
判
員
に
な
る
方
の
負
担
が
で
き
る
だ
け

少
な
く
な
る
制
度
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場

合
に
は
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

Q
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し
ま
せ
ん

か
？A

事
件
関
係
者
か
ら
危
害
を
加
え
ら
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
例
外
的
な
事
件
に

つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
み
で
審
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

不
安
や
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な
事
態
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

Q
裁
判
員
（
候
補
者
）
に
な
っ
た
ら
、

日
当
や
交
通
費
は
も
ら
え
ま
す
か
？

A
裁
判
員
や
裁
判
員
候
補
者
等
に
な
っ

て
裁
判
所
に
来
ら
れ
た
方
に
は
、
旅

費
（
交
通
費
）
と
日
当
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

旅
費
と
し
て
、
鉄
道
（
JR
、
私
鉄
、
地
下

鉄
、
モ
ノ
レ
ー
ル
、
路
面
電
車
、
新
交
通
シ

ス
テ
ム
等
）
運
賃
、
船
舶
運
賃
、
航
空
運
賃

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

Q
裁
判
員
は
何
日
間
ぐ
ら
い
裁
判
に
参

加
す
る
の
で
す
か
？

A
実
際
の
審
理
日
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
件
の
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
一
概
に
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
裁

判
員
裁
判
で
は
、
法
廷
で
の
審
理
を
始
め
る

前
に
、
裁
判
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
の
三
者

で
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
裁

判
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
事
件
の
争
点
や
証

拠
を
整
理
し
、
審
理
計
画
を
明
確
に
す
る
た

め
の
手
続
（
公
判
前
整
理
手
続
）
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
で
き
る
だ
け
連
日
的
に
開
廷
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
約
７
割
の
事

件
が
３
日
以
内
で
終
わ
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
事
件
に
よ
っ
て
は
、
も
う
少
し
時
間

の
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。（
約
２
割
の

事
件
が
４
日
又
は
５
日
、
約
１
割
の
事
件
が

６
日
以
上
）

　　  ■ 裁判員の選ばれ方 ■

①裁判所により、年ごとの候補者名簿が作成
されます。
　選挙権のある人の中から、翌年の裁判員候
補者となる人が毎年くじで選ばれ、裁判所ご
とに裁判員候補者名簿が作成されます。名簿
に載った人には連絡があります。
　　　　　　　　↓
②事件ごとに、くじで裁判員候補者が選ばれ
ます。
　事件ごとに、①の名簿の中から、くじでそ
の事件の裁判員候補者が選ばれます。選ばれ
た人には、裁判の日時等をお知らせします。
　　　　　　　　↓
③裁判所で、候補者の中から裁判員を選ぶた
めの手続きが行われます。
　裁判員になれない理由がないかどうか、辞
退希望がある場合はその理由などが質問され
ます。
　　　　　　　　↓
④裁判員が選ばれます。

来年５月

２１日から

裁
判
員
制
度
と
は

郵便による不在者投票を行うためには、「郵便等投票証明書」が、代理記載による投票を
行うためには、あらかじめ代理記載人を選挙管理委員会に届け出ることが必要になります。

○郵便等による不在者投票ができる方

○代理記載による不在者投票ができる方

※お問い合わせ　芦北町選挙管理委員会　☎８２ー２５１１（２１９）
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快
適
な
環
境
の
創
造
を
図
る
た
め
の

施
策
推
進
の
基
と
な
る
環
境
基
本
計
画

策
定
に
当
た
っ
て
、
町
民
の
環
境
に
対

す
る
意
向
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
75
歳
未
満

の
方
か
ら
無
作
為
に
425
人
を
抽
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
「
芦
北
町
の
環
境
に
関
す

る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
の
一
部
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

本
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
な
お
、
今
回
の
公
表
は
紙
面
の
関

係
で
調
査
結
果
の
一
部
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
の
全
体
は
、
芦
北
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

回 答 者 の 状 況

問日常の環境 ( 自然､ 歴史、伝統、文化など）に対する取り組み状況は何ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（該当するものをすべて選択）

①ポイ捨てをしない　90％

②ごみをきちんと分別　90％

③食用油など排水に流さない　71％

④外出時のゴミの持ち帰り　71％

⑤電気や水道の節約　69％

⑥資源のリサイクル　69％

⑦近所とのコミュニケーション　63％

⑧地域清掃活動に参加　61％

⑨花や樹木を育てる　59％

⑩運転時の急発進、不必要なアイドリングをしない　56％

問居住地周辺の環境の満足度を教えてください

問快適な生活環境の創造のために改善、解決すべきと考える問題は何ですか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（課題と思われる項目を選択）

①若者の就労の場の少なさ　59％

②商店街の空き店舗の増加　22％

③道路整備の遅れ　21％

④ごみのポイ捨て、不法投棄　20％

⑤自然災害、火災、犯罪への対応 ･ 体制づくり　20％

⑥輸入食材などの安全性　17％

⑦子どもの安全な遊び場の確保　15％

⑧野良犬野良猫の危害、ペットの飼育管理　15％

⑨町内の情報格差　14％

⑩山林農地の荒廃と公益的機能の低下　13％

問環境をよりよくしていくために行政に期待したい施策、取り組みは何ですか？	

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（優先度の高い順に３項目を選択）

①企業誘致、地場産業育成支援　34％

②荒廃山林、遊休農地対策　20％

③地域福祉の推進　20％

④ごみなどのポイ捨て、不法投棄対策　18％

⑤子育て支援の充実　18％

⑥地場農林水産物の町内での消費拡充　16％

⑦防犯、防災、交通安全、消防対策　14％

⑧ごみ減量化、リサイクル推進　14％

⑨地球温暖化対策　14％

⑩環境と安全に配慮した農業の推進　11％
満足 どちらかといえば満足 どちらともいえない どちらかといえば不満 不満 わからない

※各問の答えは、上位１０項目を掲載しています。

景観 ( 自然、街並みの景色）

芸術、文化に触れる機会

歴史・文化的資源の保全、活用状況

貴重な自然の動植水生物の保護保全状況

地域の伝統行事、芸能の保全、伝承状況

近所づきあい、コミュニケーション

防犯、防災、交通安全対策状況

家庭の用排水の整備状況 ( 浄化槽ほか）

生活の便のよさ（病院、学校、店舗など）

公園や遊び場の整備管理状況

周辺の清潔さ（ごみの状況）

緑（生活地周辺の緑の豊かさ）

水（地下水、川、海、池の水のきれいさ）

音（静けさ、騒音の状況）

空気（きれいさ）
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インフルエンザを予防しましょう

　　保育園名   定員（人）　　　　保育年齢

　湯浦保育所 １５０   生後６か月から就学前まで

　大野保育所 ４５ 　　　”　

　田浦保育所 １２０ 　　　”

　淳光育児園 ９０   生後３か月から就学前まで

　芦北保育園 ６０ 　　　”

　吉尾保育園 ２０ 　　　”

　計石保育園 ４５ 　　　”

◆受付期間  １１月１７日（月）〜１１月２８日（金）
◆提出書類 （福祉課、田浦基幹支所及び各保育園にあります。）
　①入所申込書　②父親の就労証明書　③母親の就労証明書又は母子手帳　
　④病人の看護等の場合は、看護を受ける方の診断書　⑤住民税の閲覧承諾書　⑥平成２０年
分源泉徴収票（平成２１年１月以降に会社等から受領後に提出してください。）
※確定申告及び青色申告をされる方は、申告が済み次第申告書の控えを提出してください。
※現在保育所に入所している園児についても、全ての書類を提出してください。
※町外の保育所に入所を希望する場合も申込が必要です。

※お問い合わせ　福祉課　☎ 82-2511（内 151）

平成２１年度  保育所入所申込受付

今年もまたインフルエンザの季節がやってきました。
インフルエンザは、いわゆる「かぜ」の１つですが、せき、のどの痛み、高熱のほか、

関節痛、寒け、おう吐、食欲不振などの症状が出てきます。また、普通のかぜと比べ
症状が重く、肺炎、脳症などの合併症を引き起こすことがあり、特に小さな子どもや
お年寄り、慢性の病気がある人（心臓、肺、腎臓の病気などがある人）にとっては注
意が必要な病気の１つです。
　インフルエンザにかからないように外から帰ってきたら、手洗い、うがいをし、人
ごみをなるべく避けるようにしましょう。また、マスクを上手に活用し、ウィルスが人
にうつらないように、また、自分の体に入ってこないようにしましょう。栄養や睡眠を十分にと
り体力をおとさないようすることも大切です。インフルエンザウィルスは低温、低湿を好むので、
部屋に加湿器を置くなど部屋の湿度にも気をつけましょう。
　この他にも予防接種をすることで、インフルエンザにかかりにくくなります。また、かかって
も症状が重くなるのを予防し、インフルエンザによる合併症や死亡を予防することが期待されま
す。本町では、生後６か月～１６歳未満（中学３年生以下）及び６０歳以上の人を対象にインフ
ルエンザ予防接種への補助をしています。補助対象の人は町内の医療機関では、１回９００円で
接種が受けられます。１１月２９日（土）まで予約期間中ですので是非予約し、接種してください。

　「人権相談所」開設

　相談は、無料で秘密は厳守されます。
◆期日・場所　１２月３日㈬　芦北町農村環境改善センター
　　　　　　　１２月４日㈭　芦北町社会教育センター
◆時間　１０：００〜１５：００
◆相談内容　生活権侵害、名誉侵害等人権問題、借地借家、
金銭消費貸借、損害賠償、遺言、相続、登記、戸籍等の相談
◆相談員
　梅田安子　82-2337　　吉尾一秋　83-0422
　池田靜彦　86-1751　　鎌木義光　86-0234
　西村文美　87-0607　　山本ふじ子　87-1363
※お問い合わせ　八代人権擁護委員協議会
　　　　　　　　☎０９６５−３２−２６５４

平成２１年４月からし尿汲取り方法が変わります

■広域行政事務組合でのし尿汲取り業務廃止
　現在、水俣芦北広域行政事務組合が行っているし尿の汲取りを平成 21 年３月 31 日限りで
業務を廃止することとなりました。
　これは、合併処理浄化槽の普及や農業集落排水施設へのつなぎ込み等により、し尿収集量が
年々減少し、業務存続のための財源が不足する事態になったためです。広域事務組合で方策を
検討しましたが経営状況に改善の見込みがなく、やむなく廃止の方針で決定することとなりま
した。

■平成 21年４月１日からの
　し尿汲取り方法
　４月１日からのし尿汲取りは、芦北町が許可した
２事業者に担当地区を指定して、し尿汲取りを行っ
てもらいます。

許可業者 担当地区

吉永商会 湯浦地区

城南クリーン
佐敷地区・大野地区

吉尾地区・旧田浦町

■計画収集の実施
　効率的な収集業務を実施するために、過去の収集データを基にして地区ごとに定期的に期日
を定めて収集を行うことを計画しています。
　定期的な収集を実施することで、来年４月からの１回目の汲取り後は、基本的には収集依頼
の電話連絡は必要ありません。

■緊急の場合の汲取り
　緊急に汲取りを行う必要があるときは、担当地区の業者へ直接連絡していただくことになり
ます。

※お問い合わせ　環境衛生課生活衛生係　☎８２ー２５１１（内１６１）

　　シルバードライバー
　　　　　　交通安全教室

◆期日　１１月２８日（金）
◆時間　１３：３０～１６：００
◆場所　水俣自動車学校
◆対象者　普通免許を所有する７０
歳以上の町内在住者２０名以内
◆ マ イ ク ロ バ ス で 送 迎 し ま す。

（１２：４０芦北町役場出発）

※お問い合せ
　総務課防災交通係
　☎８２－２５１１（内線２１８）

※お問い合わせ　水俣芦北広域行政事務組合業務課　☎６３ー１１２８　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦北事務所　☎８２−３９１３
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国民健康保険税　　５期

※口座振替の方は、残高不足にな
らないようにご確認ください。

１１月の町税等納期
のお知らせ

●納期限　　　１２月　１日（月）
●口座振替日　１１月２５日（火）

広報あしきた　12

田浦子育て支援センター　１２月の行事
１２月　１日（月）おたのしみ会練習（造形あそび）
１２月　６日（土）おたのしみ会（保育所のおたのしみ会に一緒に参加します）
１２月　９日（火）手遊び・リズム遊びをしよう
１２月１６日（火）クリスマス飾り製作
１２月２４日（水）クリスマス誕生会・身体測定
　初めての方も気軽に参加できますのでどうぞおいで下さい
◆利用時間　毎週月曜日〜金曜日　１０時〜１２時３０分　１５時〜１７時３０分
※お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）　☎８７−００３４

お
知
ら
せ

必ずチェック　最低賃金！　使用者も　労働者も

熊本県最低賃金
平成２０年１０月１７日改正
この最低賃金は産業別最低賃金が適用されない全て
の労働者（臨時・パートタイム労働者を含みます）
に適用されます。
※お問い合わせ
　熊本労働局賃金室　☎０９６−３５５−３２０２

１時間 628 円

　
預
金
保
険
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　
「
預
金
保
険
制
度
」
は
、
万
が
一
金
融
機

関
が
破
た
ん
し
た
場
合
に
、
預
金
者
の
保
護

や
資
金
決
済
の
履
行
の
確
保
を
図
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
借
用
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
預
金
保
険
制
度
」
に
よ
り
、
当
座
預
金

や
利
息
の
つ
か
な
い
普
通
預
金
な
ど
は
、
全

額
保
護
さ
れ
ま
す
。
定
期
預
金
や
利
息
つ
き

の
普
通
預
金
な
ど
は
、
金
融
機
関
ご
と
に
預

金
者
１
人
当
た
り
、
元
本
１
千
万
円
ま
で
と

そ
の
利
息
等
が
保
護
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
超

え
る
部
分
は
、
破
綻
し
た
金
融
機
関
の
財
産

の
状
況
に
応
じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

預
金
保
険
制
度
に
加
入
し
て
い
る
金
融
機

関
は
、
銀
行
（
日
本
国
内
に
本
店
の
あ
る
も

の
）、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、

信
金
中
央
金
庫
、
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合

会
、
労
働
金
庫
連
合
会
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で

す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

各
金
融
機
関
の
窓
口

　

交
通
事
故
無
料
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

▼
期
日　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
時
間　

９
時
～
12
時
・
13
時
～
17
時

▼
場
所　

熊
本
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
（
熊
本
市
辛
島
町
）

※
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
の
13
時
～
16
時
は

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。（
要
予
約
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
熊
本
自
動
車
保
険

請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
ー
３
２
４
ー
８
７
４
０

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

　

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験
は
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
職
務
を
広
く
網
羅
し

た
公
的
資
格
試
験
で
す
。
企
業
実
務
に
即
し

た
専
門
的
知
識
・
能
力
を
客
観
的
に
評
価
し

ま
す
。

▼
受
付
期
間　

平
成
20
年
12
月
15
日
（
月
）

〜
平
成
21
年
１
月
19
日
（
月
）

▼
試
験
日　

平
成
21
年
３
月
１
日
（
日
）

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　

☎
０
９
６
ー
３
８
４
ー
１
７
１
１

　

自
衛
官
募
集

❶
二
等
陸
・
海
・
空
士
（
二
次
募
集
）

▼
受
付　

10
月
１
日（
水
）〜
12
月
10
日（
水
）

▼
試
験
日　

12
月
13
日
（
土
）・
14
日
（
日
）

▼
資
格　

18
歳
〜
27
歳
未
満
（
男
子
）

❷
陸
上
自
衛
隊
生
徒

▼
受
付　

平
成
20
年
11
月
１
日(

土)

〜
平

成
21
年
１
月
６
日(

火)

▼
試
験
日　

平
成
21
年
１
月
10
日(

土)

▼
資　

格　

15
歳
〜
17
歳
未
満

※
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
水
俣
地
域
事
務
所

　

☎　

６
３
ー
５
８
６
３

　｢

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
道
路
で
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
さ
れ
る
個
人
や
団
体
の
方

で
、「
ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
々
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

支
援
の
内
容
は
、
ご
み
袋
な
ど
の
消
耗
品

の
支
給
や
、
ほ
う
き
な
ど
の
清
掃
用
具
を
貸

し
出
す
ほ
か
、
活
動
内
容
を
広
く
皆
さ
ん
に

紹
介
す
る
看
板
の
設
置
や
、
活
動
中
の
事
故

の
た
め
の
傷
害
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
道
路
保
全
課

　

☎
０
９
６
ー
３
３
３
ー
２
４
９
５

　
男
女
共
同
参
画
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
を
派
遣
し
ま
す

　

県
で
は
、
事
業
所
や
各
種
団
体
が
行
う
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修
会
等
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
講
師
）
を
派
遣
し
ま
す
。
講
師
へ

の
謝
金
と
旅
費
は
県
が
負
担
し
ま
す
。
男
女

が
共
に
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、
セ
ク
ハ

ラ
防
止
、
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
間
の
暴
力
）
防
止

な
ど
に
関
す
る
研
修
会
等
が
対
象
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
男
女
共
同
参
画
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
課　

　

☎
０
９
６
ー
３
３
３
ー
２
２
８
７

　
若
者
の
職
業
的
自
立
の
た
め
の

　
総
合
相
談
窓
口
の
紹
介

　

県
で
は
、

NPO
法
人
お
ー
さ
ぁ
と
協
働
し
、

「
自
分
に
合
っ
た
職
業
・
職
種
が
分
か
ら
な

い
」、「
就
職
に
不
安
が
あ
る
」
等
、
働
く
意

欲
を
持
ち
な
が
ら
行
動
に
踏
み
出
せ
な
い
若

者
や
そ
の
家
族
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

ご
利
用
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。　

　

専
門
の
相
談
員
が
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
し
、
就
労
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

☎
０
９
６
ー
３
６
５
ー
０
１
１
７

　

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
21
年
４
月
入
学
の

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
心

理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然

学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

平
成
21
年
２
月
28
日
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
ー
３
４
１
ー
０
８
６
０

「えびDon フェア」
　　ＶＳ「色とり鶏フェア」実施中

　
薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

　

水
俣
芦
北
地
域
と
鹿
児
島
県
北
薩
地
域
の

地
域
資
源
や
地
域
特
性
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
ゴ
ー
ル
の
エ
コ
パ
ー
ク

水
俣
で
は
両
地
域
の
伝
統
芸
能
の
披
露
、食
・

特
産
物
の
販
売
や
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

▼
開
催
日　

12
月
７
日
（
日
）

▼
ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス　

①
津
奈
木
太
郎
コ
ー

ス
（
定
員
50
名
）
②
歌
坂
コ
ー
ス
（
定
員
200

名
）
③
県
境
コ
ー
ス
（
定
員
300
名
）

▼
参
加
料　

800
円
（
中
学
生
以
下
500
円
）

▼
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
又
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
申
込
期
限　

11
月
21
日
（
金
）
必
着

※
お
問
い
合
わ
せ

　

薩
摩
街
道
歴
史
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
熊
本

県
実
行
委
員
会
（
芦
北
地
域
振
興
局
内
）

　

☎
６
８
ー
３
５
５
５

　
認
知
症
研
修
会

　

水
俣
芦
北
臨
床
認
知
症
研
究
会
で
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
基
本
的
な
対

応
の
仕
方
な
ど
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。認
知
症
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
期
日　

11
月
29
日
（
土
）

▼
時
間　

14
時
〜
16
時

▼
場
所　

水
俣
市
総
合
も
や
い
直
し
セ
ン

タ
ー
３
階　

も
や
い
ホ
ー
ル

▼
内
容　

講
演
「
認
知
症
の
理
解
」

　
　
　
　
　
　

基
本
的
対
応
方
法
と
留
意
点

※
お
問
い
合
わ
せ

　

芦
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
８
６
ー
２
２
７
０

　◆期間　１２月１４日（日）まで



広報あしきた　14

芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ　　火事と救急は１１９
※お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２−４７３１

風水害ってなぁに？

※お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２−３１１０

強い風や大雨で起きる災害が風水害（ふうすいがい）だよ。
風水害には、洪水（こうずい）や高潮（たかしお）、土砂（どしゃ）くずれ、竜巻（たつまき）
や突風（とっぷう）があるよ。
　風水害は地震のようにいつ起きるかを正確に知ることがむずかしい災害とちがって、
事前に天気予報（てんきよほう）などを見ていれば、よゆうをもって行動できるんだ。
　対策として
１　天気予報を確認する習慣をつけよう。
２　旅行などを中止する勇気をもとう。
３　台風が近づいたら「警報（けいほう）」や役場からの「ひなん命令」に注意しよう。

気象についての情報には、「注意報」と「警報」があるよ。
「注意報」は「いつもとちがって、ぼんやりしているとあぶないぞ」という意味で、
「警報」は「大きなひがいが出そうだ」というものだよ。

自分が住んでいる地域に注意報や警報がでたら、災害にそなえよう。

注意報 ( ちゅういほう ) と警報 ( けいほう )

■酒酔い運転
★ド ラ イ バ ー　5 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金
★車両の提供者　5 年以下の懲役又は 100 万円以下の罰金
★酒類の提供者　3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金
★同 乗 者　3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金

■酒気帯び運転
★ド ラ イ バ ー　3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金
★車両の提供者　3 年以下の懲役又は 50 万円以下の罰金
★酒類の提供者　2 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金
★同 乗 者　2 年以下の懲役又は 30 万円以下の罰金

■酒気帯びの呼気検査拒否
★ 3 月以下の懲役又は 50 万円以下の罰金

飲酒運転は厳罰！

広報あしきた　２

　１０月２０日（月）、北九州市でＪＩＣＡ
九州国際センター所長より、九州で国際協力
に取り組む個人２名、芦北町を含む５団体に
対して所長賞が贈呈されました。
　今回の受賞は、「国際化に対応できる人材
の育成」を目的に、青年海外協力隊現職参加
にかかる派遣条例の制定や、カンボジアの学
校建設支援等を実施していることが、他の自
治体の模範となる先進的な取り組みとして評
価されたものです。

　

芦
北
町
の
皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

６
月
28
日
に
青
年
海
外
協
力
隊
派

遣
を
終
え
、
ボ
リ
ビ
ア
か
ら
無
事
に

帰
国
し
ま
し
た
。
７
月
４
日
か
ら
役

場
に
復
帰
し
、
現
在
、
企
画
財
政
課

に
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

　

ボ
リ
ビ
ア
で
の
最
後
の
活
動
は
、

小
学
生
（
１
〜
８
学
年
）
を
対
象
に

し
た
、
環
境
衛
生
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
学
校
や
配
属
先
が
行
う
衛
生
教

育
を
補
完
し
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
る
よ
う
に
と
、
配
属
先
の
同
僚
と

一
緒
に
実
施
し
た
も
の
で
、
地
方
集

落
の
３
学
校
、
お
よ
そ
２
６
０
人
が

参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
参
加

賞
や
優
秀
賞
に

は
、
芦
北
町
役

場
職
員
の
協
力

を
得
て
、
日
本

か
ら
送
っ
て
も

ら
っ
た
文
房
具

等
を
贈
り
ま
し

た
。

　

そ
の
当
時
は
、
国
内
情
勢
が
不
安

定
で
、
各
地
で
ス
ト
ラ
イ
キ
や
道
路

封
鎖
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
不
運

に
も
コ
ン
ク
ー
ル
当
日
に
、
鉱
山
労

働
者
に
よ
る
道
路
封
鎖
と
教
職
員
の

ス
ト
ラ
イ
キ
が
同
時
に
始
ま
っ
て
し

ま
い
、
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
同
僚
が
機
転
を
き
か

し
、
ま
だ
道
路
封
鎖
が
始
ま
っ
て
い

な
い
夜
中
の
う
ち
に
車
を
出
し
て
く

れ
、
先
生
た
ち
も
、
コ
ン
ク
ー
ル
の

た
め
に
学
校
に
残
っ
て
く
れ
て
い

て
、
無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
普
段
あ
ま
り
協
調
性
の
感
じ
ら

れ
な
い
ボ
リ
ビ
ア
人
の
行
動
に
、
正

直
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
、
先
生
た
ち

や
同
僚
を
心
か
ら
尊
敬
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
２
年
間
、
ボ
リ
ビ
ア

で
経
験
し
、
感
じ
た
こ
と
は

一
言
で
は
言
い
表
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
家
族
や
友
情
、

愛
情
を
何
よ
り
も
大
切
に

す
る
ボ
リ
ビ
ア
の
人
々
に
触

れ
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。
ま
だ
、
自
分
の

中
で
整
理
し
き
れ
て
い
な
い

部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
の
芦
北
町
で
の
仕
事
や
生
活
を

通
し
て
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
、
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
町
民
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※お知らせ
町内の小中学校や各種団体・グループ向けに、随時出前講座を実施しております。
ご希望の方は、企画財政課まちづくり推進係までご連絡ください。☎８２－２５１１（内２５２）

ＪＩＣＡ九州国際センター所長賞を芦北町が受賞

　　　　　絵画を描く子どもたち

　　　生活していたポトシ市の中心部

　　　　絵画入賞の表彰式

↑
代
表
し
て
御
礼
を
述

べ
る
竹
﨑
町
長

受賞後の記念撮影
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星
野
富
弘
美
術
館
で
は
12
月
７
日
（
日
）
ま
で
「
秋
の
常

設
展
」
を
開
催
中
で
す
。

　

新
た
な
借
用
原
画
「
大
文
字
草
」「
ク
ロ
ー
バ
ー
」「
晩
秋
」

を
は
じ
め
、
当
館
所
蔵
の
原
画
及
び
リ
ト
グ
ラ
フ
「
秋
の
野

の
花
」「
秋
の
あ
じ
さ
い
」「
コ
ス
モ
ス
」
な
ど
、
秋
を
彩
る

草
花
の
詩
画
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
12
月
８
日
・
９
日
は
、
展
示
替
え
の
た
め
、
休
館

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
「
秋
の
常
設
展
」 

▼
開
催
期
間　

９
月
７
日 

～
12
月
７
日

▼
入
館
料　

一
般
（
高
校
生
以
上
）
５
０
０
円　

小
・
中
学
生

３
０
０
円　

未
就
学
児　

無
料

団
体
割
引
20
名
以
上　

一
般
４
０
０
円　

小
・
中
学
生
２
６
０
円

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
１
名　

５
割
引
き 

※
障
害
者
手
帳
の
提
示
を
お
願
い
し
て
い
ま
す

年
間
フ
リ
ー
パ
ス
チ
ケ
ッ
ト
（
購
入
日
か
ら
１
年
間
有
効
）

一
般
（
高
校
生
以
上
）　

２
０
０
０
円　

小
・
中
学
生　

１
２
０
０
円　

16
歳
以
上
の
障
害
者
１
０
０
０
円　

16
歳
未
満
の
障
害
者
６
０
０
円

▼
開
館
時
間　

10
時
～
18
時
（
４
月
～
９
月
）

　
　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時
（
10
月
〜
３
月
）

▼
休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日

作品名「大文字草」

■期日　１１月３０日（日）
■時間　10時 30 分〜 15 時
■場所　道の駅たのうら

【バザー】
・町内在住のＡＬＴや海外からの研修
　員が作った各国の料理

・大野小児童が栽培したカンボジア募
　金米の販売など
【ステージ】

・外国人による日本語でのスピーチ
・カントリーミュージック
・秀岳館高校雅太鼓

・葦北鉄砲隊演武など

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
と
絵
画
で
交
流
を

行
う
事
業
で
、
町
内
の
小
中
学
校
９
校

か
ら
222
点
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
作

品
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
学
校
に
送
付
し
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
各
地
を
巡
回
し
展
示
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
か
ら
150

点
の
絵
画
が
届
き
ま
し
た
。
11
月
30

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
「
芦
北
町
国

際
交
流
ま
つ
り
」
で
、
そ
の
一
部
を
展

示
し
ま
す
。
そ
の
後
、
町
内
の
公
共
施

設
や
町
内
小
中
学
校
で
展
示
を
行
い
ま

す
。 カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
と

　
　
　
　
絵
画
で
交
流

芦北町国際交流まつり芦北町国際交流まつり

（絵画はカンボジアの子どもたちが描いたものです）


